
人材確保のために 
自社の魅力を 
どう伝えるか！ 

事業承継を 
どう進めるか！ 

景気の波に備えて 
採るべき戦略は 

何か！ 

「知恵の経営」とは 
 

多くの企業には、その強みの源泉となる「知
恵」があります。こだわりの経営方針、独自
の技術を担う人材や経験の蓄積から培ったノ
ウハウ、顧客との強いつながりなどです。 
 

京都府では、中小企業の皆さまが、自社の知
恵を新たな視点で見つめ、「報告書」にまと
める中で、強みの見える化、知恵を使っての
課題克服を促し、経営を発展させるための支
援を行っています。 

問い合わせ先：京都府商工労働観光部ものづくり振興課(TEL:075-414-4851) 
 

詳しくはＷＥＢ「京都府の産業支援について」へ  

  「知恵の経営」認証制度 
 

各社の「報告書」を京都府知事が認証します。 
（評価会は２か月に１回程度、随時受付） 
 
＜認証ポイント＞ 
・知恵の評価 
（強みの特異性・優位性・成長性) 
・知恵の把握と活用 
（強みを活かした事業計画の実現性・市場適合性） 
・知恵の開示 
（強みの説明と成長戦略の具体性） 

「知恵の経営」のサポート 
 

商工会や商工会議所等の中小企業応援隊が
「報告書」づくりをお手伝いします。自社だ
けでは気づきにくい強みの掘り起こし、経営
戦略の検討などに、一緒に悩み考え伴走支援
を行いますので、ぜひご相談ください。 
 
＜認証後のメリット＞ 
メルマガ等での支援情報提供、本チラシや府
ホームページでの紹介、資金支援(文化産業振
興資金)、販路開拓(チャレンジ・バイ) 
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自社の経営資源を見直し、今後の事業戦略を立てませんか！ 
 

「知恵の経営」のススメ 

「知恵の経営」認証企業インタビュー 
                     有限会社綵巧      



 
 
 
有限会社綵巧（京都市）の室門取締役（表紙写真右）にお話をお伺いしました。 

「知恵の経営」認証企業インタビュー 有限会社綵巧（支援機関：京都商工会議所） 
 

 〜世界オンリーワンの技術を世界ナンバーワンの技術に！〜 

「分業」に逆行！「社内一貫体制」で他社には真似
のできないものづくりを 
 
ーまずは、御社の概要を教えてください。 
 
室門）弊社は、1924年に京都市北区にて、きもの生地の製織を行う事

業者として私の祖父が創業しました。その後、1997年に私の父
（表紙写真左）が原谷工場を建設し、事業を本格化しました。現在
は「他社には真似のできないものづくり」をモットーに、弊社独自
の技術である「三軸組織®」織元、そして西陣織織元として、私ど
も親子も含め12名の職人とともに織物製造業を行っています。 

 
ーそうなんですね。「他社には真似のできないものづくり」として、御 
社にはどのような特徴があるのでしょうか。 
 
室門）二つあると思います。一つは、西陣織工程の内製化です。一般的

に西陣織は製造工程が複雑であるため、糸染屋や機屋、紋屋などを
はじめとする現場職人の分業制となっており、それらをまとめる織
屋と呼ばれる業者が「帯」や「着物」を製造しています。各工程に
おいてのスペシャリストが、ものづくりに携わることで良い商品が
できあがりますが、一つの工程に問題が出れば商品の価格や納期等
に大きく影響が出るといった課題もあります。そういった課題を受
けて、弊社では約20年前から設備導入に力を入れ、現在では、11
台のジャカード織機、１台の広巾四重経手織、５台のレピア織機、
そして、弊社にしか存在していない２台の大型環状織機等の設備を
保有しています。弊社には20代～70代まで各年代ごとにそれぞれ
職人が在籍していますが、これらの設備を職人たちが活用しながら、
原材料の仕入れ及び整理加工を除いて、全て社内一貫で行う製織体
制を構築し、企画・デザインから製品化までワンストップで行って
います。 

 
ーなるほど。 
 
室門）このような体制により、一般的な分業による製造体制では受注か

ら10日間かかるようなものでも、弊社では３日間で製造することが
可能であり、納期や企画提案のスピードが段違いです。品質につい
ても、長年で培った様々な技術を、若手職人にOJTで指導・育成す
ることにより継承していく環境が整っており、技術継承が比較的う
まく進んでいることから、質の高い製品提供ができていると自負し
ております。 

 
世界に２台しかない大型環状織機を活用した独自織 
物「三軸組織®」 
 
ーすごいですね。 
 
室門）もう一つは世界で弊社だけが保有する大型環状織機を活用した独

自織物「三軸組織®」です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ー世界で唯一御社だけが保有しているということは、「三軸組織®」も 
御社しかできない製法ということですね。まず、大型環状織機とはどの 
ような織機なのか教えてください。 
 
室門）大型環状織機は、直径約５m、高さ約５mの巨大な織機です。

480個のボビンに5,000本以上の絹糸と200kg以上の重りを使用し
て、30cm～40cm巾の生地を組み上げます。通常の織物では、経
糸に縦方向のみにテンションをかけて織り上げるのに対して、「三
軸組織®」は円形織機であるため360度全方向に200kg以上のテン
ションを均一にかけながら組み上げていきます。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

室門）それによって、全方向に対する伸縮性が生まれて、帯地として緩 
  みにくいという特徴を持っております。「大型環状織機」は、約 
  50年前に京都西陣の先人が正倉院に残る組み帯を、現在の30cm以 
  上の帯巾で復元することを目的として開発されました。主に、帯地 
  を製織することを目的として設計されており、帯地にとって必要な 
  特性を全て兼ね備えた生地を織り上げることができる理にかなった 
  構造をしています。当時、６台の大型環状織機が製造されましたが、 
  現在、可動する機械としては、当社が保有する２台のみとなりまし 
  た。 
 
ーそうなんですね。その大型環状織機を活用した「三軸組織®」とはど 
のようなものなのでしょうか。 
 
室門）「三軸組織®」は、組紐の技術を取り入れた京くみひもの生地で、 
   真っすぐな経糸に対して、二方向からの経糸が斜め45度の角度で 
       交差するという複雑な技法で織り上げられる織物です。その特徴 
       として、斜め組織により緩まず、シワにもなりにくく、複雑に交 
       差した糸によって光の屈折が生まれ、独特の光沢を放ちます。ま 
       た、多彩な色糸を使用することで、グラデーションを表現できる 
       ことも特徴です。この織り方で30cm幅以上のものを織るのは、 
       弊社が保有する大型環状織機でしか不可能であり、すでに商標登 
       録も済ませ、自社のオンリーワンと言える技術です。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ーなるほど。「三軸組織®」はどのようなものに使われているのでしょ 
うか。 
 
室門）着物の帯が主用途ですが、海外の某有名ブランドのドレスやバッ 
  グの生地に採用されたほか、名刺入れや財布、帽子、ひな人形の生 
  地に使われるなど、様々なものに活用されています。また、表裏な 
  く強度もあり、斜めのグラデーション柄であることから様々な分野 
  からのお問い合わせをいただいております。 

 
「知恵の経営」に取り組み、今後の事業展開の基礎 
を構築 
 
ー今後も様々な用途に使われていくといいですね。「知恵の経営」にも 
取り組んでいただきましたが、取り組まれてみていかがでしたか。 
 
室門）会社の強みと課題を可視化できたという点で非常に良かったと 
  思っています。また、可視化にあたっては京都商工会議所さまに大 
  変お世話になり、第三者の視点も交えながら、自社の分析をしっか 
  りと行うことができ、非常にありがたかったです。作成した報告書 
  は従業員にも共有し、会社全体の目的意識を高めることができまし 
  たので、従業員のモチベーションアップにもつながったと思います。 
 
ー今後もぜひうまく活用してくださいね。最後に今後の事業展開につい 
て教えてください。 
 
室門）まずは、「三軸組織®」の商品の価値向上とブランド構築に積極 
  的に取り組んでいきたいと考えています。今後は積極的に自社で 
  様々な展示会に出展し、自社ブランドとして知名度を向上させると 
  ともに、エンドユーザーの声も取り入れた商品作りをしていきたい 
  と考えています。その上で、自社の世界オンリーワンの技術を世界 
  ナンバーワンの技術にしたいと考えています。 
 
ー今後の展開が楽しみですね！ 

世界に２台しかない大型環状織機 

「三軸組織®」 
商標 

「三軸組織®」 
構造 

「三軸組織®」 
製品例 


